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とき／ 12 月 6日（土）19：00～ 21：00（開場 18：30）
ところ／韮山時代劇場　映像ホール
講師／武田 至  工学博士　（社団法人火葬研代表理事）
講演内容／「火葬の昔と今　－弔う空間としての火葬場－」
　　　　　・無煙、無臭、無公害化された最新型の火葬炉とは
　　　　　・周辺環境と調和した景観を持たせた火葬場とは

ー
今
ど
き
の
火
葬
場
ー

　

人
生
の
終
え
ん
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
厳
粛
さ
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
、
誰
に
で
も
分

か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、「
今
ど
き
の
火
葬
場
」
と
題
し
て
、
新
し
く
整
備
さ

れ
た
火
葬
場
の
仕
組
み
や
、
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
初
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
は
高
い
煙

突
が
火
葬
場
の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
お
よ
そ
１
９
９
０
年
代
以
降
に
設
置
さ

れ
た
火
葬
場
で
は
、
煙
突
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
燃
料
の
灯

油
・
ガ
ス
化
に
よ
り
、
ば
い
煙
の
発
生
が
減

少
し
た
こ
と
、
再
燃
焼
室
の
設
置
に
よ
り
無

煙
、
無
臭
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
極
端
に
短

い
煙
突
で
も
周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

長
岡
斎
場
も
、
昭
和
58
年
に
供
用
を
開
始
。

周
辺
環
境
に
配
慮
し
、
外
部
か
ら
は
煙
突
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
平
成
20
年
度
に
供
用

開
始
し
た
伊
豆
市
の「
伊
豆
聖
苑
」で
は
、

煙
突
は
な
く
、
壁
に
取
り
付
け
ら
れ
た

排
気
口
が
あ
る
だ
け
で
、
建
物
の
デ
ザ

イ
ン
も
火
葬
場
を
連
想
さ
せ
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
自
治
体
で
も

「
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
景
観
を
持
た
せ

た
火
葬
場
」、近
隣
住
民
へ
配
慮
し
た「
火

葬
場
ら
し
く
な
い
」
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
た
火
葬
場
が
数
多
く
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
は
、火
葬
場
か
ら
発
生
す
る
排
ガ
ス
（
ば
い
煙
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
）、悪
臭
、

騒
音
、
振
動
な
ど
が
周
辺
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
十
分
な
環
境
対
策
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
最
新
施
設
の
公
害
対
策
】

【
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
斎
場
の
外
観
】

　

人
口
推
計
に
よ
る
と
、
２
０
３
５
年
度
ま
で
は
、

死
亡
者
数
が
増
加
し
続
け
る
予
想
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
将
来
の
火
葬
需
要
に
的
確
に
対
応

で
き
る
火
葬
炉
や
駐
車
場
、
待
合
室
を
備
え
た
火
葬

場
を
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
二

分
な
環
境
保
全
対
策
と
、
周
辺
環
境
と
調
和
し
た
景

観
を
持
た
せ
た
施
設
、
そ
し
て
、
厳
粛
さ
と
安
ら
ぎ

の
あ
る
火
葬
場
の
整
備
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、火
葬
場
の
設
備
や
整
備
場
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
策
定
中
の
「
斎
場
整
備
基
本
構
想
」
の
結
果
や
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
参
考
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
火
葬
場
ら
し
く
な
い
」
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
火
葬
場

厳
粛
さ
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
施
設

公
害
防
止
対
策
を
備
え
た
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

近
年
に
お
け
る
火
葬
場
の
変へ

ん

遷せ
ん

目
指
す
べ
き
火
葬
場
の
姿

種
類

原
因

最
新
施
設

現
在
の
長
岡
斎
場

ばい煙および悪臭

火
葬
炉
の
燃
焼
温
度

が
低
い
た
め
に
起
き

る
現
象
で
あ
り
、
完

全
燃
焼
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
主
な
理
由

で
す
。

火
葬
炉
で
発
生
し
た
燃
焼
排
ガ

ス
は
、
再
燃
焼
炉
で
、
八
百
度

以
上
の
高
温
に
再
燃
焼
（
熱
分

解
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ば
い

煙
（
黒
煙
）
お
よ
び
悪
臭
を
除

去
し
、
無
煙
、
無
臭
化
し
て
い

ま
す
。

再
燃
焼
炉
を
設
置

し
て
お
り
、
八
百

度
以
上
の
高
温
で

再
燃
焼
を
し
て
い

ま
す
。

騒音・振動

バ
ー
ナ
ー
の
燃
焼
音

と
、
強
制
排
気
の
た

め
の
排
風
機
な
ど
が

主
な
原
因
で
す
。

低
騒
音
お
よ
び
低
振
動
の
設
備

機
器
の
設
置
と
、
建
物
や
施
設

に
は
防
音
・
防
振
、
吸
音
・
吸

収
材
を
使
用
し
て
、
周
辺
地
域

や
告
別
室
、
待
合
室
な
ど
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。

騒
音
・
振
動
が
発

生
す
る
機
器
類
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

に
囲
ま
れ
た
火
葬

作
業
室
内
に
設
置

す
る
防
音
対
策
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

ばいじん、ダイオキシン類

主
に
棺
に
納
め
る
副

葬
品
な
ど
の
燃
焼
や
、

不
完
全
燃
焼
が
主
な

原
因
で
す
。

副
葬
品
の
制
限
に
加
え
、
法
の

規
制
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

ご
み
焼
却
場
に
導
入
さ
れ
て
い

る
同
型
式
の
「
バ
グ
フ
ィ
ル
タ

ー
（
集
じ
ん
装
置
）」
な
ど
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

副
葬
品
の
制
限
を

し
て
い
ま
す
。

「火葬場を考える講演会」開催のお知らせ

人生最後のお別れをする新たな火葬場について
考えてみませんか？

上：滋賀県近江八幡市
　　「さざなみ浄苑」
右：山梨県南部町
　　「南部アルカディア聖苑」

問 市役所環境政策課
☎ 055-949-6804

「幸いにも」が

いつまでも続くとは限らない
だからこそ、いつも心に防災を

問 市役所危機管理課
☎ 055-948-1482

◆ 11 月は「地震防災強化月間」

　海の近くにいるとき、強い揺れや弱
くても長い揺れの地震があった場合に
は、津波が発生することがあります。
警報などの情報を待たずに、速やかに
高い場所へ避難しましょう。海辺へ出
かけたときには、あらかじめ避難場所
を確認しておきましょう。
（市内では、津波による被害は想定され
ていません。）

自らを　守る力が　地域を守る
みんなで築こう　確かな絆

　毎年 11 月は、静岡県が定める「地
震防災強化月間」です。今年１月に地
震調査研究推進本部が発表した南海ト
ラフを震源域とする地震発生の 30 年
確率は 70％となっており、切迫した状
態に変わりがありません。
　昨年度公表された静岡県第４次地震
被害想定では、従来よりさらに広域の
地震災害が想定されています。地震防
災の原点に回帰し、自分と家族の命は
自ら守る「自助」と、皆で助け合い、
支え合う「共助」を実践するよう取り
組みましょう。

◆ 11月9日（日）～ 15日（土）は
秋季全国火災予防運動
もういいかい　火を消すまでは

まあだだよ
　期間中、20時にサイレンを鳴らしま
す。火の扱いには、十分注意しましょう。

◆11月５日（水）は「津波防災の日」

◆ 12月 7日（日）は
「地域防災訓練の日」

　毎年 12 月第１日曜日は、静岡県が
定める「地域防災訓練の日」です。

今年は12月７日（日）
に、市内各地で防災訓

練を行います。市民全員参
加でお願いします。
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